
資料４－３

【中学校】適正規模と考える理由について

№ 適　正　規　模　の　理　由 回答数 割合 回答数 割合

1 ゆとりや安心感など、家庭的な雰囲気の中で勉強ができる。 3 8.82 3 1.05

2 先生の目が届きやすく、きめ細かな指導ができる。 9 26.47 15 5.23

3 クラス替えにより、人間関係に幅ができる。 2 5.88 48 16.72

4 多様な考え方に触れ、切磋琢磨しながら力を伸ばせる環境である。 4 11.76 58 20.21

5 個々の活動の場が確保でき、責任感を育てられる。 7 20.59 4 1.39

6 多様な学習形態で授業を展開できる。 2 5.88 8 2.79

7 部活動での選択肢が確保でき、学校行事における学級単位での取組を可能にする。 3 8.82 58 20.21

8 各教科に専門の教員を確保でき、特に主要５教科には複数の教員を配置できる。 3 8.82 69 24.04

9 校庭や特別教室など施設・設備の利用時間の調整が可能である。 1 2.94 9 3.14

10 教員の校務分掌を適切に分担できる。 0 0.00 15 5.23

34 100.00 287 100.00

（単位：件・％）
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きめ細かな指導 

切磋琢磨による伸長 

個々の活動の場の確保 

人間関係に幅 

切磋琢磨による伸長 

部動・学校行事の活性化 

教員数の確保 

12～18学級を適正規模と考える理由 6～12学級を適正規模と考える理由 


